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算 数 科 学 習 指 導 案
平成２１年６月２２日（月） 第５校時

６年１組（マスターコース ：２１名）指導者 後藤高行

算数教室（チャレンジコース：１６名）指導者 林 祐二

授業の視点

単位量当たりの考えや公倍数などの既習事項をもとにして、友達の解決方法の根拠

や意図について発問し全体で話し合わせたことは、道のりも時間もちがうときの速さ

の比べ方を考えるのに有効であったか。

Ⅰ 単元名 単位量当たりの大きさ

Ⅱ 単元の考察

１ 児童の実態

（１）関心・意欲・態度

チャレンジコースは問題解決に意欲的で真面目に学習に取り組むことができる。マ

スターコースはやや集中力に欠け、最後まで粘り強く課題解決していこうとする意欲

が見られない児童が一部いる。これまでの学習で「そろえて計算することは楽しい」

「公倍数の考えを用いて問題解決に活用していきたい」と思っている児童が半数ほど

いる。

（２）数学的な考え方

自分の考えを図やグラフを用いて説明できる児童は増えてきている。しかし問題場

面と式を結びつけて考えたり、簡潔明確に説明したりすることは児童の間に差が見ら

れる。チャレンジコースでもマスターコースでも、考える活動で自分の考えを導き出

すまでが楽しいと感じている児童がいる。

（３）表現・処理

問題解決に必要である小数の乗除が確実に定着していない児童がいる。特に商が小

数になる除法はチャレンジコースとマスターコースに大きな差がある。レディネステ

ストで行った６÷４の答えを０．１５と書く児童や、３０÷２０の答えを１５と書く

児童がおり、商の立つ位の見つけ方や商の見当のつけかたが不確実な児童が多いこと

がわかった。また、除数と立てた商のかけ算の答えを間違えている児童もいた。

（４）知識・理解

マスターコースでは、問題を読み、その場面を理解して式をたて答えを導くことが

できる児童は少ない。レディネステストから （１つ分）×（いくつ分）＝（全体）、

という乗法のきまりをきちんと理解して立式できている児童は少ない。

◎本単元に関わり、以下のようなレディネステストを実施した。

問 題 正答率
数 １、具体的場面と式を結びつける。１日分を

マスターコース学 考える。 ○→マ

チャレンジコース的 〈具体的場面〉 ○→チ

①ゆみこさんは、ある本を１週間で８４ページ読みました。な
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考 ①１日に何ページ読んだことになるでしょうか？

え ○７６％ ○１００％マ チ

方

２、解決に必要な計算方法で計算する。
①５×□＝４０ ○１００％ ○１００％マ チ

②□×６＝４２ ○９５％ ○１００％マ チ

表 ③８０×□＝２４０ ○９０％ ○９４％マ チ

現 ④１２÷□＝４ ○１００％ ○１００％マ チ

・ ⑤□÷５＝９ ○９０％ ○１００％マ チ

処 ⑥６÷４ ○５２％ ○９４％マ チ

理 ⑦３０÷２０ ○５７％ ○８８％マ チ

⑧５０÷８０ ○４３％ ○９４％マ チ

４、かけ算のきまりについての理解。
○２つの問題があります。それぞれの問題で

求めた答えは、下のア、イのどちらの□に
あてはまる数を求めたのと同じになるでし

知 ょうか。かけ算の式の意味を考えて答えま
識 しょう。
・ ①２１個のあめ玉を７人で分けました。１人 ①
理 分は何個でしょうか？ ○４３％ ○７５％マ チ

解 ②２１個のあめ玉を７個ずつ分けようと思い ②
ます。何人に分けられるでしょうか？ ○４８％ ○８１％マ チ

ア、７×□＝２１ イ、□×７＝２１

２ 教材観

本単元に関わる指導内容として、学習指導要領には以下のように示されている。

「数量関係」D

( )平均の意味D 3

（３）平均の意味について理解し、それを用いることができるようにする。

Ｂ「量と測定」

Ｂ( )異種の二つの量の割合3

（３）異種の二つの量の割合としてとらえられる数量について、その比べ方や表

し方を理解し、それを用いることができるようにする。

ア 単位量当たりの考えなどを用いること。

イ 速さの意味及び表し方について理解するとともに、速さの求め方を考え、そ

れを求めること。

児童は、これまでに第５学年「割合」で同種の二量で表されているものを比べる学習を

してきた。本単元では、混み具合や速さのような異なった二つの量の割合でとらえること

のできる数量があることを知り、その比べ方や表し方について理解し、これを用いること

ができるようにすることがねらいである。本単元の指導内容は 「平均 「単位量当たり、 」

の大きさ 「速さ」の３つに分かれている。」

単位量当たりの大きさを扱う際に、混み具合にしても速さにしても、均一化していると



- 3 -算

仮定して考える必要が出てくるため、初めに「平均」の学習を扱う 「平均」では 「な。 、

らす」という操作を必要とする具体的な場面から平均の概念をつかみ、平均のいろいろな

事例を取り上げる中で平均のしくみやよさを理解できるようにする。次に 「単位量当た、

りの大きさ」では、混み具合やとれ高などでの学習のように、異なった二つの量の組み合

わせによらなければとらえることができない場合、どのようにすると能率的に比べること

ができるか、どのようにして数値化したらよいかについて考えられるようにする。単元の

最後に学習する「速さ」でも、速さは時間と道のりの二つの量が関係しているので単位量

当たりの考えを用いて数値化する必要がある。その過程の中で、速さは単位時間に進む道

のりという意味を理解できるようにしていく。

本単元では、異種の二つの量の割合としてとらえる数量について、一方の大きさを単位

量にそろえ、それに対応する他方の量を数値化して比べるよさに気づかせていく。その過

程でどうすれば能率的に比べることができるか、どのように数値化すればよいか考えさせ

ることは、数理的な処理のよさを味わい筋道を立てて考える力を育てるうえで、大変意義

深い。このことから、本単元の学習を通して、本校算数科が目指す「考える力」＜見通し

、 。をもち 筋道を立てて考える力＞を児童に身に付けさせていくことができるものと考える

３ 教材の系統

第５学年 第６学年 中学１年

・(小数)×(整数)、(整数) ・平均 Ｄ ・比例の意味、式

×(小数) (小数)×(小数) ・単位量当たりの大きさ、

の意味 ・仕事の速さ

Α〔小数のかけ算〕 ・速さの意味、求め方

（時速、分速、秒速） Ｂ

・(小数)÷(整数)、(整数) 〔単位量あたりの大きさ〕

÷(小数) (小数)÷(小数) ・比例の意味、

の意味 〔比例〕Ｄ

Α〔小数のわり算〕

４ 校内研修との関わり

・本単元では、異種の二つの量の割合としてとらえる数量について、一方の大きさを

単位量にそろえ、それに対応する他方の量を数値化して比べること、および自分の

考えの根拠を明確にしながら説明する活動を通して、本校算数科が目指す「考える

力 （＝見通しをもち、筋道を立てて考える力）を育てていく。」

・見通しをもち、筋道を立てて考える力は、課題を発見したり解決したりする活動を

経て培われるものである。そこで、問題解決的な学習を取り入れ、１時間ごとの学

習過程を 「①課題把握、②自力解決、③練り合い、④まとめ」とする。、

①課題把握の過程では
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○前時の課題との共通点や相違点を明確にしたり、既習事項を振り返らせたりするこ

とにより、課題解決する価値や見通しをもたせる。

・本単元においては、主に前時までに学習した内容を振り返らせ、見通しへとつなげ

ていく。

②自力解決の過程では

○算数的活動を通して、児童一人一人が自分なりの解決方法を考えられるように、個

の学習状況に応じた支援を行う。

○解決方法や根拠を式・図・文などを使って順序立ててまとめさせ、自分の考えを整

理したり深めたりすることに役立たせる。

・本単元においては、単位量当たりの大きさに着目して考えをつくりあげていくこと

ができるように、個の学習状況に応じて具体物や半具体物を用いるなどの支援を行

う。

③練り合いの過程では

○自他の解決方法を比較・検討しながら考えを深めたり、よりよい考えをつくりあげ

たりすることができるように、練り合いの視点を明確にする。

○児童が互いの解決方法への関わりを深めていくことができるように、他の児童にも

う一度説明させる、発表を途中で区切りその後の話の展開を予想させる、根拠を考

えさせるなど、練り合いの進め方を工夫する。

・本単元においては 「より比べやすい 「よりわかりやすい」などの視点から、自、 」

他の解決方法を比較・検討することにより単位量当たりの考えを使うことのよさに

気づかせていく。

④まとめの過程では

○本時の学習で分かったことや、解決に用いた数学的な考え方のよさを自分の言葉で

まとめさせる。

・本単元においては、練り合いで明らかになった単位量当たりの考えのよさを振り返

るよう促したり、本時の学習で大切にしたい考えを自分の言葉でまとめるようにし

たりして、本時の学習成果を自覚できるようにしていく。

５ 指導方針及び学習活動の支援

（１）単元の学習を通して

・単元の指導を通して身に付けさせたい力の育成に向けて、どのような過程を経て身

に付けさせていくか、どんな手立てが有効か、適切な評価方法はどんなものかを考

慮しながら、指導計画や評価計画を立てるようにする。

・１時間ごとの授業においても、本時で身に付けさせたい力と評価のあり方を明確に

した上で、展開を組み立てるようにする。

・本時のねらいに照らし合わせながら児童一人一人の学習状況の把握に努め、次の指

導や支援の計画に生かすようにする。

・平均では 「そろっていない」や「散らばっている」というような問題点を明らか、

にし 「このままでは難しい」ということに気づかせ、解決の方法をじっくり考え、
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させるようにする。

・単位量当たりの大きさは、異種の二量の割合で表す量であるため、二量の関係を重

視し、意識する必要性に気づかせるようにする。

・二量の関係を考えながら単位量当たりの大きさを求め、比較し、判断することは児

童にとって複雑な思考を要することが考えられるため、単位量当たりの大きさや比

べるよさや、解決していく過程を具体的な場面を例示するなどして丁寧に指導して

いく。

・速さについては生活経験から時間の短さを速さとして感覚的につかんでいると考え

られるため 、算数的活動等を通して時間と道のりの関係で表現するということを、

はっきりとつかませるようにする。

・これまで学習した単位量当たりの大きさを活用して、速さの学習をしていることを

児童に気付かせるようにする。

・一方をそろえて単位量当たりの大きさを求め比較をするときは、課題となる場面と

つなげていくように留意し、代表値で比較していることを理解させるようにする。

・速さ、長さ、時間の関係の式を覚えさせ、それを適用するといった形式的な指導に

偏ることのなく、意味理解を伴うようにする。

（２）少人数指導について

・本単元「単位量当たりの大きさ」では、児童の実態から自力解決において自分の考

えをもちにくい児童が出ることが予想される。そうした児童たちに具体物や図等を

使って具体的に理解しやすいようにする。また、自分なりの解決方法を考えられる

児童は、練り合いの中で様々な考え方を理解できるようにさせたい。そこで、本単

元ではそれぞれの学習状況に応じた指導や支援を行うことを目的とした習熟度別に

よる少人数指導で授業を進める。

・編成については、レディネステストの結果及び児童の希望に基づいて行う。

・指導を担当する教師間で連絡を密に取り合い、児童の実態把握や授業の進め方等に

ついて共通理解を図るようにする。

○チャレンジコース

いろいろな方法で問題解決をさせ、よりよい方法を探らせていく。より多くの問題

に取り組ませながら学習内容の習熟を図るとともに、発展的な問題にもチャレンジ

させていく。

○マスターコース

具体物や半具体物を効果的に使いながら問題解決をさせていく。基本的な問題にじ

っくり取り組ませることにより、基礎・基本を確実に定着させていくようにする。

６ 生徒指導上の配慮

・学習への様々な取り組みに目を向け、児童を多面的に理解できるようにする。

・児童が課題にねばり強く取り組み、解決できた喜びや成就感を味わえるように、じ

っくり考える時間を確保するとともに、一人一人の努力や考えのよさを積極的に認
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めていくようにする。

・教師が児童一人一人の意見を尊重する姿勢を大切にするとともに、児童相互が互い

の考えのよさを認め合いながら、よりよい考えを練り上げていけるような授業づく

りに努める。

Ⅲ 単元の目標、指導計画と評価計画 （全１７時間予定 本時は１１時間目）

評価項目の○はおおむね満足できる状況、☆は十分満足できる状況を表す。

単 元 の 目 標 評 価 規 準

関心・意欲・態度 考 え 方 表現・処理 知識・理解異種の２量の割合

としてとらえられ 日常の事象を 日常の事象を 平均や単位量 平均の意味や

る数量についてそ 考察するとき 数理的にとら 当たりの大き 使い方、単位

の比べ方や表し方 に平均の考え えるために、 さを求めるこ 量当たりの大

を理解し、それを や、単位量当 平均の考えや とができる。 きさの意味、、

用いる。 たりの考えを 単位量当たり また、単位量 速さの表し方

用いようとす の考えを用い 当たりの考え が分かる。

る。 て考察するこ をもとに、速

とができる。 さを求めるこ

とができる。

ね ら い 時 評価の観点 評 価 項 目 主 な 支 援

間 関 考 表 知 （方 法）

・操作を通して「なら １ ◎ ○日常生活の中のいろ ・実際に積み木を動
す」という意味を理解 いろな場面から、平均 かすなどの操作活動
することができる。 の考えを見つけようと を取り入れる。

している。
☆日常生活の中のいろ
いろな場面で、平均の
考えを用いようとして
いる。
（ ）ノート・発言・観察

・ならすということを ２ ◎ ○いろいろな場面につ ・それぞれの共通点
計算で求める方法で考 いて、ならした量を計 を話し合わせる中で
え 「平均」という用 算で求める方法を考え 全 部 合 わ せ た数 量、
語と意味を理解する事 ている。 を、日数や本数で割
ができる。 ☆いろいろな場面につ る こ と に 気 づか せ

いて、いくつかの数量 る。
を等しい大きさになる
ようにならした値とし
ての平均の意味や求め
方を考えている。
（ ）ノート・発言・観察

【児童の意識】

ならすとどちらが本をよく読んだか分かるな。
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・生活場面の中で、平 ３ ◎ ○実際には小数が使え ・卵の重さの場合、
均の考えを使うことが ない場合でも、平均を これまでのページ数
できる。 求める場合には、小数 やジュースのように

で表してもよいことを 平均の重さの卵を作
理解している。 ることは難しい。理
☆実際には小数が使え 想化することに気づ
ない場合も平均を求め かせ、平均の意味の
る場合には、理想化し 理解を深めるように
た値であり、小数で表 させる。
してもよいことを理解
している。
（ ）ノート・発言・観察

・枚数も人数のちがう ４ ◎ ○どちらか一方の数を ・マットの枚数にそ
ときの混み具合を比べ そろえて、マットの枚 ろ え て 考 え る場 合
る方法を考え、枚数も 数や人数が違うときの は、人数が多い方が
人数のちがうときの混 の混み具合の比べ方を 混んでおり、人数に
み具合を比べることが 考えることができる。 そろえて考える場合
できる。 ☆どちらか一方の数を は、マット数の少な

そろえて、マットの枚 い方が混んでいると
数や人数が違うときの いうように、そろえ
混み具合の比べ方を考 かたによって、数の
え、図を用いてわかり 大小と混み具合の判
やすく説明している。 断が逆になることを
（ワークシート・発言 確認する。

・観察）

㎡）・単位量当たりの大き ５ ◎ ○いろいろな事象の平 ・マット１枚 １（
さで比べることのよさ 均の混み具合について 当たりの人数で求め
が分かる。 考えている。 ると３つの混み具合

☆根拠を明確にして説 を一度に比較するこ
明している。 とができることに気
（ワークシート・発言 づかせる。
・観察）

・人口密度の意味を知 ６ ◎ ○人口密度を求めてい ・市街地の混雑した
り、求めることができ る。 所や山の中のような

【児童の意識】

ならすことを計算で求めることができるのだな。

【児童の意識】

実際にならすことができない量でも計算で平均を求められるな。

【児童の意識】

混み具合は広さと人数のどちらかをそろえれば求められるな。

【児童の意識】

混み具合は１ 当たり何人と考えるのだな。㎡
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る。 ☆人口密度を求め、概 人のいない所などの
数で表している。 人口の凹凸をならし

て計算したものが人
ノート・発言・観察 口密度であることを（ ）

理解させる。

・単位量当たりの大き ７ ◎ ○単位量当たりの大き ・図や表にすること
さという言葉を知り、 さが何を表しているの で解決への見通しを
いろいろな単位量当た か理解している。 もたせる。
りの大きさを求めるこ ☆いろいろな場面にお
とができる。 いて２つの量の関係を

つかみ、単位量当たり
の大きさが何を表して

。いるのか理解している
（ワークシート・発言
・観察）

・単位量当たりの大き ８ ◎ ○全体の大きさ 長さ ・図や表にして数量（ ）
さを使って、全体の大 を求めている。 の関係をつかみ、分
きさを求めることがで ☆図や表を活用し、単 かっていることと求
きる。 位量の大きさから全体 めることを整理させ

の大きさ（長さ）を求 る。
めている。
（ワークシート・発言
・観察）

・単位量当たりの大き ９ ◎ ○仕事の速さの表し方 ・図や表から、全体
さを使って、仕事の速 を理解している。 の大きさをいくつ分
さについて理解するこ ☆単位量当たりの大き で分けて、単位量当
とができる。 さの考えを使って、１ たりの大きさを求め

時間当たりでも１分間 ていることに気づか
当たりでも柔軟に仕事 せる。
の速さの表し方を理解
している。
（ ）ノート・発言・観察

・ と を走り、 ◎ ○速さの比べ方に関心 ・ と を走50m 30m 10 50m 30m

【児童の意識】

人口密度で人の混み具合は表せるのだな。

【児童の意識】

混み具合・人口密度・取れ高などは単位量当たりの大きさというのだな。

【児童の意識】

単位量当たりの大きさが分かっていると全体が求められるな。

【児童の意識】

図や表を使って整理すると関係が分かりやすくなるな。
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速さの比べ方に関心を をもっている。 るグループに分け、
もつことができる。 ☆速さの比べ方に関心 役割を決めて測定や

をもって進んで活動し 記録がスムーズに行
ている。 えるようにする。
（発言・観察）

・道のりも時間もちが ◎ ○単位量当たりの大き ・道のりや時間の公11
うときの速さの比べ方 ・ さの考えや公倍数など 倍数を使う、単位量
を考え、それぞれの考 本 の既習事項を用いて、 当たりの大きさの考
えを比較することを通 時 道のりも時間も違うと えを使う等、それぞ
して、時間や道のりを きの速さの比べ方を考 れやり方はちがって
そろえれば、道のりや えている。 いても、道のりか時
時間もちがうときの速 ☆単位量当たりの大き 間のどちらかにそろ
さを比べられることが さの考えや公倍数など えていることを、練
分かる。 の既習事項を用いて、 り合いの中で気付か

道のりも時間も違うと せるようにする。
きの速さの比べ方を考
え、筋道立てて分かり
やすく説明している。
（ワークシート、

発言、観察）

・速さ＝（道のり）÷ ◎ ○速さは単位量当たり ・時間の単位量を１12
時間 で表せること に進む道のりで表され 時間当たりで考えた（ ） 、

速さには 時速 分速 ることが分かっている り、１分間当たりで、 、 、 。
秒速があることを理解 ☆速さは単位量当たり 考 え た り す るこ と
できる。 に進む道のりで表され で、同じ速さでもい

ことが確実に分かって くつかの表現方法が
いる （ノート、発言、 あることに気付かせ。
観察） る。

・時速、分速、秒速の ◎ ○ 時速、分速、秒速の ・時速は１時間、つ13
関係をとらえることが 相互の変換をしている まり６０分間に進む。
できる。 ☆時速、分速、秒速の 道のりを表すことか

相互の変換をし、変換 ら、１分間当たりの
の方法を分かりやすく 道のりを求めれば、
説明している。 分速に直せるという
ノート 発言 観察 見通しをもたせる。（ 、 、 ）

・ を何秒で歩くの ◎ ○実際に測定して秒速 ・自分の歩く速さを50m 、

【児童の意識】

道のりか時間のどちらかをそろえれば、速さが比べられるのだな。

【児童の意識】

同じ速さでも時速、分速、秒速で表すことができるのだな。

【児童の意識】

誰が１番速いのかな。比べてみたいな。

【児童の意識】

速さの表し方には時速、分速、秒速があり、生活の中でも使ってるな。
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かを実際に調べ 秒速 分速、時速を求めてい 知っておくと便利な、 、14
分速、時速を求めるこ る。 ことについて話し合
とができる。 ☆実際に測定して秒速 わせ、関心をもたせ、

分速、時速を正確に求 る。
めている。
（発言、観察）

・速さと時間が分かっ ◎ ○速さと時間が分かっ ・共通した考え方を
ているときの道のりの ている場合の、道のり 言葉の式にすること15
求め方、速さと道のり の求め方や、速さと道 で公式として一般化
が分かっているときの のりが分かっている場 でき、問題解決のと
時間の求め方を理解で 合の時間の求め方を理 き公式にあてはめる
きる。 解している。 だけで簡単に求める

☆数直線を用いるなど ことができるよさに
して式の意味をとらえ 気 付 く よ う にさ せ
て、速さと時間が分か る。
っている場合の、道の
りの求め方や、速さと
道のりが分かっている
場合の時間の求め方を
理解している。
（ 、 、 ）ノート 発言 観察

・既習事項の理解を深 ◎ ◎ ◎ ◎ ○既習事項を使って正 ・個々の学習状況に16
める。 確に問題を解いている 応じて、既習事項を。

☆既習事項を使って速 振り返らせたり、発
く正確に問題を解いて 展問題に取り組ませ
いる。 たりする。
（ノート、プリント問
題、観察）

・既習事項の確かめを ◎ ◎ ◎ ◎ ○既習事項を使って正 ・個々の学習状況に17
する。 確に問題を解き、既習 応じて、既習事項を

事項が定着している。 振り返らせたり、発
☆既習事項を使って発 展問題に取り組ませ
展問題を正確に解き、 たりする。
既習事項が確実に定着
している。
（プリント問題、テス
ト、観察）

Ⅳ 本時の学習（マスターコース）

１ 目標 道のりも時間もちがうときの速さの比べ方を考え、それぞれの考えを比較

することを通して、道のりや時間をそろえれば、道のりも時間もちがうとき

の速さを比べられることが分かる。

【児童の意識】

、 、 。自分の歩く速さが時速 分速 秒速などで数字に表すことができるのだな

【児童の意識】

、 。公式を変形すると 分からなかった道のりや時間などが求められるのだな
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２ 準備 ワークシート、５０メートル走・３０メートル走の測定結果を示した表

数直線図

評価項目 ○はおおむね満足できる状況 ☆は十分満足できる状況３ 展開

学習活動と児童の意識 時 支援及び指導上の留意点 評 価 項 目

１、測定結果を示 ・結果を予想させたり課題の与え方を

した表を見て、 工夫したりすることにより、課題解

３人の中で誰が 決への意欲付けを図る。

１番速いか予想

する。 道のり(ｍ) 時間(秒)

Ａくん ５０ ８・ くんとＢくんは時間がA

Ｂくん ３０ ８そろっているから、 くA

課 Ｃさん ３０ ６んの方が速いな。

・ くんと さんは道のりB C

がそろっているから、Ｃ

さんの方が速いな。題

・ くんとＣさんは道のりA

も時間もちがって比べら

れないぞ。把

２、本時の課題を

握 つかむ。

道のりも時間もちがうときの速さを比べる方法を考え、説明しよう。

・前時までの問題場面を提示し 「○・今までに学習したことを 10 、

分 ○当たりの考え を使ったことや 二使えばできそうだな。 」 「

量をそろえる」ことを想起させ、本・さっき道のりや時間がそ

時もその考えを使えば解決できそうろっていたら比べられた

だという見通しをもたせる。から、そろえればどちら

が速いかわかるかもしれ

ない。

３、速さの比べ方

を考える。

速さを比べる方法を考え、分かりやすく表そう。

・机間指導をしながら学習状況を把握

し、個に応じた支援を行う。

《児童への支援》《予想される児童の姿》

①１秒間当たり何 ①③→式の意味を考えさせ、式にある 〈数学的な考え方〉

自 ｍ走ったかを求 数が何を意味するのか明らかに ○単位量当たりの考

めて比べる。 させる。 えや公倍数などの

②④→図やグラフを使って考えを示す 既習事項を用い○５０÷８＝６．２５A

ことができないか助言する。 て、道のりも時間○３０÷６＝５C

②時間の公倍数を 考えの根拠を明らかにさせる。 も違うときの速さ
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求め比べる。 ⑤→数直線図を提示して、１秒当たり の比べ方を考える15
力 分 の部分を区切らせ単位量当たりの ことができる。公倍数は２４（秒）

考えに気づかせたり、つなぎ合わ ☆単位量当たりの考○５０×３＝１５０ ｍA （ ）

せ公倍数の考えに気づかせたりす えや公倍数などの○３０×４＝１２０ ｍC （ ）

③１メートル当た る。また、なぜ比べることができ 既習事項を用い

り何秒かかった ないのかと問いかけ、もう一度課 て、道のりも時間

かを求めて比べ 題を明らかにし解決のためには一 も違うときの速さ

解 る。 方をそろえる必要があることに気 の比べ方を考え、

づかせる。 筋道立てて分かり○８÷５０＝０ １６A .

①②③④→他にも考え方がないか助言 やすく説明してい○６÷３０＝０ ２C .

④道のりの公倍数 し、なぜ比べることができ る。

を求め比べる。 たのかと問いかけ別のパタ （ワークシート、

、 ）公倍数は１５０（ｍ） ーンでも時間や道のりをそ 発言 観察

決 ろえればできそうだという○８×３＝２４（秒）A

見通しをもたせ、取り組ま○６×５＝３０（秒）C

⑤比べ方を考える せる。

ことができない 各自の選んだ説明の方法に対して、以。

下の視点から見直しをさせる。

・式の表す意味は端的に書けてい

るか。

・図や表は、はっきり分かりやす

く描けているか。

・文は順序立てて明確に書けてい

るか。

４、それぞれの考

えを発表し、説

明する。

自分の考えを友達に分かりやすく説明してみよう。

・単位量の考えを用いた式は、式が意

味することが、まとめに向け大切に・時間をそろえることでど

なるので、その式の意味を正確に押ちらが速いか比べること

さえる。ができる。

・式と具体的場面を行き来し、児童が・道のりをそろえることで

考えをイメージできるようにする。どちらが速いか比べるこ

・図を用いた考え方を発表させ、視覚とができる。 15
分 で児童が単位量をとらえられるよう

にする。

練 ・発表者には、分かりやすく端的に話

すように言葉かけをする。

・聞き手には、自分の考えと比較しな

がら聞いたり、疑問点を質問したり

り ５、それぞれの考 するなど、発表者と積極的に関わる

えを比較しそれ ように助言する。

ぞれの共通点を

見つけ、まとめ

合 る。

同じ考えで比べているのはどれだろう。



- 13 -算

・ なぜ５０を８でわっているのだろ「

う 「式にある数は何を意味してい・①と②は時間をそろえて 」

い るのだろう 「～さんは、何がしたいるぞ。 」

かったのだろう」など、発表者とは・③と④は道のりをそろえ

別の児童に考えの根拠を述べさせ、ているぞ。

「時間や道のりをそろえたい」とい・道のりか時間をそろえれ

う根拠は同じだという意識に流れるば比べることができる。

よう、全体で練り上げていく。

・児童の考えの根拠を色を変え板書す

ることでまとめへの見通しをもたせ

る。

共通点

＜①と②は時間をそろえている＞

＜③と④は道のりをそろえている＞

↓

『どういう方法を使えば、道のりも時

間もちがう時の速さを比べることがで

きるかな？』

↓

＜道のりか時間をそろえれば比べられ

る＞

６、本時の学習を

ま 振り返る。

今日の学習で分かったことをまとめましょう。

５ ・本時の学習を振り返らせ、各自に自

と 分 分の言葉でまとめさせる。

道のりか時間のどちらかをそろえれば、道のりも時間もちがうとき

め の速さを比べることができる。

板書計画

速さを比べる方法を考え説明しよう。

３人で１番速いのはだれだ？

道のり ｍ 時間 秒 自分の予想 結果（ ） （ ）

Ａくん ５０ ８

Ｂくん ３０ ８

Ｃさん ３０ ６

・ くんとＢくんは時間が同じ→ くんが速いA A

分かったこと・ くんと さんは道のりが同じ→Ｃさんが速いB C

道のりか時間のどちらかをそろえれば、道のりも時間・ くんとＣさんは道のりも時間もちがって比べられないA

もちがうときの速さを比べることができる。どうやったら比べられるかな？
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①１秒で何ｍ走ったか ②２４秒で何ｍ走ったか ③１ｍ走るのに何秒かかったか ④１５０ｍ走るのに何秒かかったか

５０÷８＝６．２５（ｍ） ５０×３＝１５０（ｍ） ８÷５０＝０．１６（秒） ８×３＝２４（秒）

３０÷６＝５（ｍ） ３０×４＝１２０（ｍ） ６÷３０＝０．２（秒） ６×５＝３０（秒）

○○秒で何ｍ走ったか ○○ｍ走るのに何秒かかったか

↓ ↓

時間をそろえて比べている 道のりをそろえて比べている

Ⅳ 本時の学習（チャレンジコース）

１ 目標 道のりも時間もちがうときの速さの比べ方を考え、それぞれの考えを比較

することを通して、道のりや時間をそろえれば、道のりも時間もちがうとき

の速さを比べられることが分かる。

２ 準備 ワークシート、５０メートル走・３０メートル走の測定結果を示した表

テープ図

評価項目 ○はおおむね満足できる状況 ☆は十分満足できる状況３ 展開

時 支援及び指導上の留意点 評 価 項 目学習活動と児童の意識

１、測定結果を示 ・資料の提示の仕方を工夫したり、結

した表を見て、３ 果を予想させたりすることにより、課

人の中で誰が１番 題解決への意欲付けを図る。

速いか予想する。

課 走った道のりと時間

道のり（ｍ） 時 間（秒）・ＡくんとＢくんは

Ａくん ５０ ８時間がそろっている

題 Ｂくん ３０ ８ので進んだ道のりが

Ｃさん ３０ ５長いＡくんの方が速

いな。

・ＢくんとＣさんは道の把

りがそろっているので時

間が短いＣさん方が速い

な。握

・ＡくんとＣさんは道の

りも時間もちがうのでど
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ちらが速いかすぐには分

からないな。

２、本時の課題を

つかむ。

ＡくんとＣさんの速さの比べ方を考え、説明しよう。

５ ・ＡくんとＢくん、ＢくんとＣさんが・速さの比べ方も今まで

分 比べられる根拠を明らかにしたり、前の学習のようにできない

時までの学習を振り返り 「二量をそかな。 、

」 「 」・どうすれば道のりか時 ろえる ことや 単位量当たりの考え

を使ったりすれば解決できそうだとい間のどちらかをそろえら

う見通しをもたせる。れるだろう。

３、速さの比べ方

を考える。

速さを比べる方法を考え、分かりやすく表そう 。

・机間指導をしながら学習状況を把握《予想される児童の姿》

自 ①１秒間当たり何 し、個に応じた支援を行う。

〈 〉ｍ走ったかを求め 数学的な考え方《児童への支援》

て比べる。 ①②→立式したものを言葉の式と図で ○単位量の考えや

で表すなどして式の意味、根拠を正確 公倍数などの既習Ａ ５０÷８＝６ ２５.

にとらえておくよう助言する。 事項を用いて、道６ ２５ｍ.

のりも時間も違うＣ ３０÷５＝６

ときの速さの比べ６ｍ

力 ②１メートル当た 方を考えることが

り何秒かかったか できる。

を求めて比べる。 ☆単位量の考えや15
分 公倍数などの既習Ａ ８÷５０＝０ １６.

事項を用いて、道０ １６（秒）.

のりも時間も違うＣ５÷３０＝０ １６６.

解 ときの速さの比べ０ １６６・・ 秒. （ ）

③時間の公倍数を ③→８秒と５秒の最小公倍数４０秒当 方を考え、筋道立

求めて比べる。 たり を図で表 てて分かりやすくＡは 、Ｃは２５０ ２４０m m

・８秒と５秒の最 すなどして、数字の意味、根拠を正確 説明している。

小公倍数 秒当 にとらえておくよう助言する。 （ワークシート、４０

たり 発言、観察）

決 ④→ と の最小公倍数 当Ａ５０×５＝２５０（ ）m 50m 30m 150m
たり を図で表すなＣ Ａは 、Ｃは３０×８＝２４０ ２４秒 ２５秒（ ）m

④道のりの公倍数 どして、数字の意味、根拠を正確にと

を求めて比べる。 らえておくよう助言する。

・ と の最50m 30m
小公倍数 当 ①～④→各自の選んだ方法に対して、150m
たり 以下の視点から見直しをさせる。

・式の表す意味を正確にとらえてＡ ８×３＝２４（秒）

いるか。Ｃ ５×５＝２５（秒）

・図は、考えの根拠を分かりやす

く表しているか。

・文は順序立てて明確に書けてい

るか。
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・仕上がった児童には、他の方法を考

えるよう助言する。

⑤比べ方を考える ⑤→・ＡくんとＢくん、ＢくんとＣさ

、ことができない。 んが比べられる根拠を再度明らかにし

これまでの学習でどのようにすれば時

間か道のりのどちらかをそろえられる

か考えるよう助言する。

４、それぞれの速

さを比べる方法を

発表し、その意味

練 について考える。

速さを比べるそれぞれの方法についてみんなで考え、説明

し合いましょう。

・発表者は、式や図の意味・根拠を分

り かりやすく説明するよう助言する。・公倍数を使えば同じ数

・聞き手は、自分の考えと比べながらにそろえられるのだな。

聞いたり、疑問点を質問したりするな・速さにも単位量当たり

ど、発表者と積極的に関わるように助の大きさの考えが使える

合 言する。のか。

・ ・発表者が説明するだけでなく、他の

方法を考えていた児童も説明に参加で

きるような発表のしかたを工夫する。20
い 分 ・時間をそろえたときは、道のりが長

、 、い方が速い 道のりをそろえたときは

時間が短い方が速いことを確認する。

５、それぞれの考

えを比較し、それ

ぞれの共通点を見

つける。

それぞれの方法で共通していることは何だろう。 ・

・公倍数を用いた方法も単位量当たり・①と③は時間をそろえ

の大きさの考えを用いた方法も、道のているな。

りか時間のどちらか一方をそろえて比・②④は道のりをそろえ

。ているな。 べていることに気づかせるようにする

・①②は単位量当たりの

大きさの考えを使ってい

るな。

・時間か道のりのどちら

かをそろえれば速さを比

べられるな。

４、本時の学習を

振り返る。

ま 説明し合って分かったことをまとめましょう。

５ ・本時の学習を振り返らせ、各自に自

と 分 分の言葉でまとめさせる。



- 17 -算

め 道のりか時間のどちらかをそろえれば、道のりも時間も

ちがうときの速さを比べることができる。

板書計画

だれが１番速いか 課題 分かったこと

道のり ｍ 時間（秒） ＡくんとＣさんの速さの比べ方を考 道のりか時間のどちらかを（ ）

え、説明しよう。 そろえれば、道のりも時間Ａくん ５０ ８

もちがうときの速さを比べＢくん ３０ ８

ることができる。Ｃさん ３０ ５

・ＡくんとＢくんは時間がそろっている→道のりが長いＡくんの方が速いな。

・ＢくんとＣさんは道のりがそろっている→時間が短いＣさん方が速いな。 ①③は時間をそろえている・

・ＡくんとＣさんは道のりも時間もちがう→どちらが速いかすぐには分か ・②④は道のりをそろえている

らない。 ・①②は単位量当たりの大きさの

考えを使って１にそろえている

① ② ③ ④

１秒当たり何ｍ走ったか 時間を公倍数でそろえる 道のりを公倍数でそろえ１ｍ当たり何秒かかったか

５０÷８＝６ ２５ ８÷５０＝０ １６ るＡ Ａ. . ８秒と５秒の最小公倍数は４

０ ５０ｍと３０ｍの最小公倍数道のり÷時間＝１秒当た 時間÷道のり＝１ｍ当た

は１５０り走った道のり りかかった時間 ４０ 秒当たり

Ａ １５０ｍ当たり６ ２５ｍ ０ １６（秒） ５０×５＝２５０（ ）. . m

３０÷５＝６ ５÷３０＝０ １６６ ３０×８＝２４０（ ） ８×３＝２４（秒）Ｃ Ｃ Ｃ Ａ. m

６ｍ ０ １６６・・ 秒） ５×５＝２５（秒）. （ Ｃ


